
大阪府スマートヘルスシティ
実現に向けた取組
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スマートヘルスシティ取組目的
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1
大阪府内における健康課題の解決

（平均寿命/健康寿命の延伸・医療費の適正化）

大阪発公民共同型ビジネスモデルの開発・展開2



ビッグデータ事業

スマートヘルスシティ実現に向けた「大阪版パーソナルデータバンク」整備目的

2

①大阪府民のQoL向上、②健康寿命の延伸を通じた社会保障費の適正化、

③大阪発・次世代型デジタルヘルスビジネスの創造を実現します

PHR事業

大阪府民の

健康・医療データ

日常生活

データ

健診データ

診療データ

個人に紐づく健康・医療データを可視化することで、府民が自身の健康状態を

把握し健康増進・疾患予防のための行動へ繋げることで府民のQoL向上と

健康寿命延伸を通じた社会保障費の適正化を実現する。

また、府民の健康データを継続的に蓄積・分析することが可能なデータ流通の

仕組み（データプラットフォーム・データ連携ルール等）を構築する。

蓄積されたデータを安心・安全に利活用し、産官学横断で社会課題を解決

するとともに、新たな次世代型デジタルヘルスビジネスを創出し、府民の健康

増進に寄与するだけでなく、大阪発の新たなソリューションを世界に発信する。

個人

幼年期

少年期

青年期

壮年期

中年期

高年期

24H365Dの連続データ

成長過程のイベントデータ

大阪版

パーソナル

データバンク

大阪版パーソナルデータバンク



大阪スマートヘルスシティの目指す姿
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個人

デジタル健診データ

デ
ジ
タ
ル
保
険
デ
ー
タ

デ
ジ
タ
ル
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ

妊娠期データ

乳幼児期データ

学生期データ

日常生活データ

（未病時）

介護データ

（要介護状態時）

デジタル診断データ

医療データ

（病気時）

◼ 母子健康手帳データ

◼ 乳幼児健診データ

◼ 学校健診データ

生誕から就職まで 就業期間

◼ 健康診断データ

◼ 健康保険データ

◼ バイタルデータ

◼ ライフログデータ

◼ ワクチン接種データ

療養・治療期間

◼ カルテ（診療）データ

◼ レセプトデータ

◼ 調剤・処方データ

◼ 保険データ

介護期間

◼ カルテ（介護診断）データ

◼ 介護レセプトデータ

◼ 調剤・処方データ

◼ 介護保険データ

大阪府における健康課題の解決とビジネスモデル構築を実現するために、大阪府民のライフステージ全般で
活用される日常生活や医療、介護などのヘルスケアデータが統合され、利用可能な状態を目指します。
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健康診断データを起点とする健康維持・増進サービスプラットフォームを構築するとともに健康サポート

サービス企業と連携し、地元商店、地元飲食店売上拡大、地域集客プロモーション活動を支援する

• 健康診断データを起点とするスマートヘルスサービスプラットフォーム構築

（運動や食事データ等のライフログデータ・バイタルデータと医療データを連携）

• 健康サポート企業及び、個人からサービスプラットフォーム利用料を獲得する

大阪府下における医療Bigデータ（健診データ、ライフログデータ、バイタルデータ、診療データ、レセプト

データ等）を収集、格納する大阪パーソナルヘルスバンク（以下、OPHB）を整備、匿名加工を行い、

下記サービス対象者・事業者へ連携・提供することを通じてデータ使用料を獲得する

医療Bigデータ(健診データ、日常生活バイタルデータ、過去診療データ) を活用した次世代型医療・

介護オンライン診療プラットフォームを構築し、医療機関、介護施設へ下記サービスを提供することで

プラットフォーム使用料、付帯サービス収益を獲得する

• オンライン診療プラットフォーム構築による遠隔治療実現支援事業を行う

• 医療Bigデータを活用したオーダーメード医療実現支援事業を行う

医療Bigデータ2次利用対象となる医薬品会社、医療機器製造会社、保険会社よりデータ分析支援

業務を受託し、AIデータ分析サービスの提供を通じて業務サービス収益を獲得する

• 創薬プロセスの効率化支援

• 治療効果や副作用の発生解析などへの活用を支援

• ビッグデータ分析サービスを通じた保険会社における新商品開発や保険引き受け最適化を支援

スマートヘルスケア

サービス事業

【スマートヘルスPF】

スマート医療Bigデータ

サービス事業

【大阪パーソナルヘルスバンク】

スマート医療・介護

サービス事業

【OPHB+リモート診療PF】

スマート創薬・研究支援

サービス事業

【OPHB+AI分析PF】

1

2

3

4

阪南市における実証実験スコープ

大阪府内におけるスマートヘルス事業を立ち上げ、かつ継続的なものとするために、大きく4つの段階を
経ることを想定しています。

大阪スマートヘルスサービス事業の実現ステップ



阪南市民向け提供サービスと提供価値
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• 健康診断結果は専門的な内容となっており、現在

何が問題であり、将来どのようになるか分からない

• そのため、健康診断結果のデータをAI分析することにより
将来の健康状態（値の推移や疾患リスク）を把握し
改善に必要な具体的な取組みを提案

健康診断結果による健康リスクの把握と改善提案

• 生活習慣の改善に取組むことにより、その実施度合い
に応じてポイントを付与

• 付与されたポイントは、生活習慣に関連する取組みの
対価や、地域が提供する商品やサービスに利用可能

健康改善の取組みに対するポイント付与

• 医師の診察時、その時点の定点データのみで

なく、正常時から異常時までの経時変化を

伴ったデータを活用することで、より適切な

医療を受けることが可能

• 特に疾患を抱えた患者にとって、重症化を予防

するために、日常生活データを蓄積・活用できる
状態にすることは有用

日常生活データを活用した診療による疾病・重症化予防

• ウェアラブル端末を活用して、健康診断結果を

もとに提案された取組み（食事・運動・休息）
の記録を日常生活データとして蓄積

• 各領域で蓄積した日常生活データをもとに、

取組みの達成度を評価するとともに、AI分析
することにより個々人に最適化された改善の

取組みを再提案

日常生活データによる生活習慣の改善提案

Ｌｌ
提供サービス

価値

コロナ禍において多くの関係者を取り纏めることが難しいため、

今年度はインセンティブ等の実証は優先度を下げて対応

本実証実験では、阪南市民に対してスマート・ヘルスケア・サービス提供することで、住民に新しい価値を
実感していただくとともに、持続可能なスマートヘルスシティの実現について検証します。



実証実験のテーマ・フィールド
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実証テーマ

目的
• 阪南市民の健康寿命の延伸

• 阪南市における医療費の適正化

対象者

阪南市在住の男女

• 働く世代（40～60歳代が中心）
• 高齢者

施策効果

• 特定疾患の重症化予防

• 生活改善による疾患予防（糖尿病）

• フレイルの予防

実証フィールド

場所 阪南市全域

時期 2021年9月～2022年3月

阪南市市民の健康寿命の延伸・健康増進を目的として、疾患予防、特定疾患の重症化予防、
フレイル予防に関する取組みを実施します。



実証実験の対象者
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阪南市の住民および企業に勤務されている方が参加して生活習慣を改善いただくことで、阪南市における
医療費や企業健保における支出の適正化に取組みます。

③ AI健康アプリによる運動習慣改善プログラム

② 2型糖尿病サポート実証実験プログラム

阪南市における

実証実験対象者

医師からの紹介者

企業や市役所からの

参加希望者

住民からの

参加希望者

ハイリスク

働く世代

（ハイリスク予備軍含む）

➢ 対象者：2型糖尿病の患者

➢ 対象人数：20名

➢ AI健康アプリ「カロママ プラス」の活用に

加えて、阪南市独自の取組みとなる

「ヘルシー弁当の提供」により実生活に介入

① メディカルフィットネス Myトレーニング教室

企業や市役所からの

参加希望者

住民からの

参加希望者

➢ 対象者：20~64歳の男女

➢ 対象人数：250名

➢ AI健康アプリ「カロママ プラス」にて参加者の

PHRを収集し、データに基づいたパーソナル

アドバイスを提供

➢ 対象者：疾患罹患者

➢ 対象人数：100名

➢ 医学と運動のスペシャリストがタッグを

組んだ、健康増進に特化した運動教室を

開催



実証実験の概要
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実証実験 OSPF参画企業 実施概要
2021年 2022年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①
メディカルフィットネス

Myトレーニング教室

• コガソフトウェア

• 大塚製薬

• 医師から特定疾患の患

者に対して参加提案し、

生活習慣の改善を促す

• 関西医科大学とミズノ社

と協業し、健康増進に

特化した運動教室を

実施

②

【AI健康アプリ×ヘルシー弁当×

オンライン健康面談】

2型糖尿病サポート

実証実験プログラム

• リンクアンド

コミュニケーション

• 池田泉州銀行

• 健康診断の結果をもとに、

2型糖尿病の患者、もしく

は可能性のある方を抽出

• AI健康アプリ＋ヘルシー

弁当を提供することで、

デジタル×リアルのサービス

を提供し、生活習慣の

改善を促す

③
AI健康アプリによる

運動習慣改善プログラム

• リンクアンド

コミュニケーション

• 池田泉州銀行

• AI健康アプリで収集した、

食事や運動、睡眠などの

PHRを分析し、個々人に

パーソナライズされた運動

提案を実施

• コロナ禍における運動

不足を改善し、フレイル

予防に寄与

参加

募集
実施 評価・報告

参加

募集
実施 評価・報告

参加

募集
実施

評
価
・
報
告
は

来
年
度
以
降
を
予
定

OSPF法人会員であるコガソフトウェア様、大塚製薬様、リンクアンドコミュニケーション様、池田泉州銀行様と連携し、
以下の実証実験を実施または計画中です。



【実施主体】

◼ OSPF法人会員：リンクアンドコミュニケーション、池田泉州銀行

◼ 協賛：阪南市商工会、はーと＆はあとライフサポート

【実施内容】

【実施主体】

◼ OSPF法人会員：コガソフトウェア、大塚製薬

◼ 協賛：関西医科大学、ミズノ、泉佐野泉南医師会他

【実施内容】

【メディカルフィットネス サービス概要図】

実施中の実証実験について
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① メディカルフィットネス Myトレーニング教室 ② 2型糖尿病サポート実証実験プログラム

OSPF法人会員であるコガソフトウェア様、大塚製薬様、リンクアンドコミュニケーション様、池田泉州銀行様と連携し、
以下の実証実験を実施しています。

開講式

▌バイタルチェック

▌関西医科大学に

よるセミナー

▌体組成、血液年齢、

からだのゆがみ等を

計測

▌トレーナーによる個別

アドバイス

トレーニング教室

▌週1回（3ヵ月）

ミズノのトレーナーが

運動指導

閉講式

▌バイタルチェック

▌体組成、血液年齢、

からだのゆがみ等を

計測

▌トレーナーによる個別

アドバイス

セミナー

▌現地＋オンライン

による実施内容説明

▌血液検査の実施

プログラム実施

▌AI健康アプリ「カロマ

マ プラス」による生活

習慣改善の提案

▌28 食分のヘルシー

弁当の提供

▌管理栄養士との

オンライン面談1回 +

チャットでの支援2回

結果報告

▌血液検査の実施

▌プログラム実施前後

の血糖値などの数値

改善結果を報告



（ご参考）2型糖尿病サポート実証実験プログラムにおける募集要項

10



2型糖尿病サポート実証実験プログラムにおける体制
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2型糖尿病サポート実証実験プログラムにおいては、以下の体制にて実証実験を推進しています。

役割（タスク）

座組の検討

実証実験の企画検討

募集要項の作成

参加者募集／応募

参加者への事務対応

実証実験プログラムの実施

結果報告

結果検証

実証実験プログラム開始に

あたっての詳細説明

大阪府

○

△
（官民間の調整）

○
（阪南市企業訪問）

○
（報告書確認）

○
（アンケート作成）

△
（陪席）

デロイト

トーマツ

○

○
（全体取纏め）

○

○
（阪南市企業訪問）

○
（事務局）

○
（アンケート結果取纏め、

報告書作成）

○
（アンケート作成）

△
（議事進行）

△
（事務局）

阪南

市役所

△
（レビュー・承認）

○
（ホームページ公開・

公共施設への掲示）

○
（アンケート作成）

△
（陪席）

○
（報告書確認）

阪南市

商工会

○
（阪南市企業の紹介）

はーと＆はあと

ライフサポート

○
（提供メニュー検討）

○
（質問対応等）

○
（アンケート作成）

○
（説明）

○
（ヘルシー弁当提供）

池田泉州銀行

（阪南支店）

○
（募集要項の配布）

参加者

（阪南市民等）

○
（応募）

○
（アンケート回答）

○
（説明会参加）

○
（問合せ）

○
（サービス利用）

リンクアンド

コミュニケーション

○
（企画詳細化）

○
（健康アプリ提供）

○
（質問対応等）

○
（説明）

○
（アンケート作成、

結果検証）

○
（検証結果提供）



大阪スマートヘルスシティの実現に向けてのお願い
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阪南市における取組みに関心がある自治体がございましたら、

是非ご連絡をお願いいたします。詳細についてご説明に参ります。

大阪府内の43市町村、大学・研究機関、民間企業が連携し、

スマートヘルスシティ実現に向けた取組みを推進していきましょう。



End of Material
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